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「もっと勉強を頑張りなさい。」

多くの保護者の方が、一度はご自分の

お子さんに、そう話された経験があるの

ではないでしょうか。

その結果、お子さんは勉強を頑張るよ

うになりましたか？

言った通りに頑張り始めたご家庭があ

る一方で、口酸っぱく言った割にはあま

り効果が上がらなかったというご家庭も

あるのではないでしょうか。

ある保護者の方は、「もっと勉強しな

さい。」と言う代わりに、勉強を頑張っ

たら本人にとってこのような良い点があ

るという話をした上で、お子さんと一緒

にできそうなところから具体的に勉強の

計画を立てました。すると、その子供は、

少しずつ自分から勉強を頑張り始めるよ

うになったとのことです。

私たち大人はこれまで様々な経験を積

んできています。ですから勉強がなぜ必

要なのか、その理由を知っています。ま

た、どのような方法が自分に合っていて

長続きするのかということも考えられる

ことと思います。

しかし、子供はどうでしょうか。子供

は大人ほど経験を積んでいません。そう

いった子供の実態を考慮して適切に働き

かけていかなければ、「いくら話しても

言うことを聞いてくれない」ということ

につながってしまうことでしょう。

例として学習のことを書きましたが、

「きまりを守ること」「粘り強く取り組

むこと」「友達に優しくすること」等と

いったことも同様で、なぜそうしたらよ

いのかその子が納得し、そのために自分

ができる方法を自分自身で考えられたな

ら、子供はきっと少しずつ変わっていく

のではないかと思います。

ここまで書いてきたことは、実は「コ

ーチング」という指導法の一手法です。

学校においても、どのようにしたら児

童の心に響く指導ができるか、日々、試

行錯誤しているところです。子供の目線

に立って働きかけ、子供自身に考えさせ

ながらよりよい道を探る方法は難しいで

すが、教育的価値の高い方法であると実

感しています。子育てする際、何かの参

考にしていただければと思います。




